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ドライバーへの「マスク着用」の徹底

『他人事』ではなく

『自分』が起こしたら、『自分』が遭ったら、『家族』が起こしたら、『家族』が遭ったら

新型コロナ感染拡大防止のため、休校中

予期しない時間帯、予期しない場所に･･･いるかもしれない

外出自粛、子供たちは休校中・・・住宅街の走行は、『徐行』、『安全確認』

『カーブ』・・・スピードを落として走行しましょう

カーブ 大型トラック横転 積み荷の木材散乱

巻込まれた車はなかった、7時間通行止め

◇『カーブ』・・・スピードを落として走行しましょう◇

２０２０／５／２１（木） １９：４２

２１日午前１０時ごろ、大阪府の新名神高速のカーブで大型トラックが横転し、積んでいた重さ１００キロの

木材約３０本が中央分離帯のガードレールを越えて、反対車線に散乱しました。トラックを運転していた７０歳

の男性が頭を打ち軽傷です。巻き込まれた車はありませんでした。この事故で木材が散乱した車線が、午後５時

ごろまでの約７時間、通行止めとなり、今も車線規制が続いています。

帯広高規格道 ごみ収集車が

中央分離帯の金属支柱なぎ倒しながら走行
事故発生時、意識不明 搬送先の病院で「意識回復」

２０２０／５／２１（木） ２０：１８

２１日午前８時１０分ごろ、帯広市の帯広広尾自動車道の帯広川西ＩＣ－幸福ＩＣの下り線で、ごみ収集車が、中央分離

帯にあるワイヤーロープがついた金属製の支柱をなぎ倒しながら、約１００メートルにわたって走行し停止する単

独事故がありました。収集車は対向車線に大きくはみ出ることなく走行し、巻き込まれた車はありませんでした

。警察によりますと、ごみ収集車を運転していた２２歳の男性会社員は、救急隊が到着した際けがはないものの意

識不明の状態でした。男性はその後、搬送先の病院で意識が回復したということです。この事故で、現場は約４

時間３０分にわたり通行止めとなりました。


